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第
３
０
回
自
治
会
総
会
が
４
月
１
１
日
（
土
）
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
略
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
（
以
下
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
参
照
）。

●
〈ⓐ

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
選
出
〉
現
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

が
中
心
と
な
っ
て
、
２
７
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

を
推
薦
い
た
だ
き
ま
す
。
次
回
２
月
１
４
日
（
土
）

の
役
員
会
で
中
間
報
告
し
、
２
月
２
１
日
（
土
）

ま
で
に
確
定
い
た
だ
き
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

は
、
２
２
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
事
情
と

や
り
方
で
選
出
く
だ
さ
い
（
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の

役
割
は
下
表
参
照
）。

●
〈ⓑ

部
会
等
の
次
期
計
画
〉
各
部
会
の
リ
ー
ダ

ー
は
、
部
会
の
２
６
年
度
総
括
と
次
期
計
画
案

を
、
２
月
２
１
日
（
土
）
ま
で
に
作
成
く
だ
さ
い
。

会
計
は
決
算
案
と
予
算
案
を
作
成
く
だ
さ
い
。

●
〈ⓒ

次
期
常
任
委
員
の
選
出
〉３
月
２
日（
月
）

の
幹
事
会
ま
で
に
、
１
５
名
（
程
度
）
の
常
任
委

員
を
自
薦
・
他
薦
で
選
出
し
ま
す
。
常
任
委
員
へ

の
積
極
的
な
立
候
補
を
お
願
い
し
ま
す
。
総
会

以
降
に
常
任
委
員
の
中
か
ら
、
四
役
や
部
会
リ

ー
ダ
ー
を
互
選
に
よ
り
選
出
し
ま
す
。↗

★
バ
ス
通
り
の
街
路
樹
の
対
応
を
話
し
合

う
「
第
２
回
街
路
樹
検
討
委
員
会
」
が
、
１

月
１
９
日
（
月
）
１
４
時
か
ら
さ
く
ら
会
館

で
行
わ
れ
ま
す
。
委
員
の
方
だ
け
で
な
く
、
興

味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
、
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
「
第
８
回

桂
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
が
、

２
月
２
２
日
（
日
）
８
時
半
か
ら
、
淀
川
河
川
敷

公
園
（
ダ
イ
ハ
ツ
京
都
工
場
南
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
国
交
省
や
京
都
府
が
後
援
し
て
、
小
畑
川

や
小
泉
川
な
ど
を
含
む
桂
川
流
域
の
ゴ
ミ
を
清

掃
す
る
も
の
で
、
毎
回
３
千
人
以
上
の
参
加
が
あ

り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
求
め
て
い
ま

す
（
詳
細
は
「
乙
訓
の
自
然
を
守
る
会
」
の
２
丁

目
八
木
さ
ん
（
９
５
５
・
３
０
１
２
）
ま
で
。

●
〈ⓓ

議
案
書
関
連
〉
総
会
で
審
議
す
る
議
案
書

案
を
３
月
２
日
（
月
）
の
幹
事
会
で
作
成
し
、
３

月
１
４
日
（
土
）
の
役
員
会
で
審
議
し
、
３
月
２

２
日
（
日
）
の
常
任
委
員
会
で
総
会
の
役
割
を
決

め
、
３
月
３
１
日
（
火
）
に
印
刷
製
本
し
、
ブ
ロ

ッ
ク
委
員
を
通
じ
て
会
員
の
皆
さ
ん
に
配
付
し

ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
は
議
案
書
に
付
い
た
総

会
委
任
状
を
４
月
９
日
（
木
）
ま
で
に
回
収
し
、

４
月
１
１
日
（
土
）
の
総
会
で
議
案
書
を
審
議
し
、

議
決
で
２
７
年
度
の
活
動
内
容
が
決
ま
り
ま
す
。

高
台
は
市
内
で
も
自
治
会
活
動
が
活
発
な
地
域

と
し
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
役

員
に
な
れ
ば
多
く
の
仕
事
が
あ
る
と
の
不
安
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
楽
し
み
は
最

大
に
、
負
担
は
最
小
に
」
を
心
が
け
、
で
き
る
だ

け
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）
を
増
や
し
、

皆
さ
ん
の
負
担
に
な
ら
な
い
施
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

会
員
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

心
と
知
恵
と
熱
意
で
、
自
分
が
得
意
と
す
る
分

野
で
、
高
台
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
親
し
く
な
る

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
年
末
特
別
警
戒
パ

ト
ロ
ー
ル
」
が
１
２

月
２
８
・
２
９
日
行

わ
れ
ま
し
た
。
延
べ

４
７
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
２
組
に
分
か
れ

て
高
台
内
を
巡
り
ま
し
た
。

と
く
に
多
く
の
子
ど
も
の

皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、

２
８
日
に
は
市
長
と
市
議
会
副
議
長
の
激
励
訪

問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
恒
例
の
「
高
台
さ
く
ら
祭
り
」
は
、
今

年
も
４
月
５
日
（
日
）
桜
花
爛
漫
の
も
と

で
行
い
ま
す
。
併
設
バ
ザ
ー
に
つ
い
て
は

高
齢
化
と
と
も
に
現
役
を
離
れ
た
人
が↗

多
く
な
り
出
品
す
る
も
の
が
少
な
く
な
る
こ
と
や
、

準
備
作
業
が
大
変
と
い
う
こ
と
で
、
実
施
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
の
役
員
会
で
実
施
と
決
ま

り
ま
し
た
。
詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２
丁
目  

植
田

知
子
さ
ん

私
た
ち
が
花
山
か
ら
こ
の
高
台

に
引
越
し
て
き
た
の
は
昭
和
６

３
年
の
春
で
し
た
。
家
を
建
て

る
前
、
ま
だ
小
さ
か
っ
た
長
女

を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
の
せ
、
御
陵

道
を
と
お
り
、
宅
地
の
草
刈
り

に
来
て
い
ま
し
た
。
す
ご
く
遠

く
ま
で
来
た
気
に
な
り
、
こ
ん

な
山
の
ふ
も
と
に
住
む
の
か
と

不
安
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

に
雑
草
だ
ら
け
の
我
が
家
の
空

き
地
に
、
お
隣
の
西
河
さ
ん
ち

の
コ
ス
モ
ス
の
種
が
落
ち
た
の
が
と
て
も
き
れ

い
に
咲
い
て
い
た
の
を
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
２
７
年
、
５
人
家
族
と
な
っ
た
我
が

家
で
す
が
、
３
人
の
娘
た
ち
は
み
な
小
学
校
か

ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
、
上
の
娘
２
人

は
大
学
４
回
生
ま
で
続
け
ま
し
た
。
三
女
も
今

高
校
二
年
生
で
毎
日
、
早
朝
か
ら
朝
練
に
で
か

け
て
行
き
ま
す
。
な
か
な
か
大
変
な
毎
日
で
す

が
、
娘
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
私
も
負

け
て
ら
れ
な
い
な
と
思
い
、
奮
起
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
ま
す
。

市
で
年
間
を
通
じ
て
リ
ー
グ
戦
が
あ
り
昨
年
は

残
念
な
が
ら
２
位
に
な
り
、
先
日
の
練
習
で
は

首
位
奪
還
を
目
標
に
あ
げ
、
み
ん
な
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
も
ノ
ッ
ク

を
受
け
た
り
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
り
、
グ
ラ

ン
ド
で
声
を
出
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
試
合

の
あ
っ
た
日
に
は
、
主
人
や
娘
た
ち
に
「
今
日
は

ど
う
や
っ
た
、
勝
っ
た
？
」
と
聞
い
て
も
ら
い
、

勝
て
ば
機
嫌
よ
く
、
ヒ
ッ
ト
が
打
て
れ
ば
も
っ

と
ご
機
嫌
♪
♪
で
、
こ
れ
が
最
高
の
ス
ト
レ
ス

解
消
法
で
す
。
ま
だ
し
ば
ら
く
は
ジ
ャ
ー
ジ
姿

で
ボ
ー
ル
を
追
い
、
元
気
な
お
母
さ
ん
で
い
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
台
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
興
味
の
あ
る
方
、
ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
、

楽
し
い
で
す
よ
！     

<

入
居
・
入
会>
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手をつなごう

高台自治会で

ブロック委員の役割
① 原則月1 回の「役員会」

への出席

② 部会の委員を担当（部会
は年数回開催）

③ 月1回の「高台だより」等
配付と、会費徴収

背景は金の七福神

  

毎月第２土曜日の役員会の様子

前回の南海地震の惨状（和歌山）

さ
く
ら
会
館
１
月
度
清
掃
が
、
１
５
Ｂ
と
１
６
Ｂ

の
１
８
名
の
皆
さ
ん
で
行
い
ま
し
た
。
次
回
２
月

度
は
１
４
日
（
土
役
員
会
の
日
）
１
０
時
か
ら
で

１
７
Ｂ
と
１
８
Ｂ
が
当
番
、
リ
ー
ダ
ー
は
小
島
さ

ん
で
す
。
な
お
１
２
月
度
の
さ
く
ら
会
館
の
部
屋

利
用
は
１
７
回
で
し
た
。

年末特別警戒パトロール

第１3 回「ふれあいサロン」を、１月２6 日（月）
１４時から、さくら会館で行います。今回は畠山
清行氏の原作を映画化した「陸軍中野学校」。氏は
埋蔵金研究者として有名ですが、戦前日本で唯一
のスパイ養成機関であった中野学校についても詳
しいことで知られます。日本の敗戦は諜報活動の
不足もその一因といわれますが、映画は日本にも
あった諜報機関の知られざる一面を活写していま
す。スパイの世界は血沸き肉躍る異
次元の世界です。出演は市川雷蔵、
加藤大介、小川真由美、映画はシリ
ーズ化されています（昭和41 年作
品、モノクロ）。観賞後喫茶や酒類
を楽しみながら歓談したいと思いま
す。参加自由、予約不要、無料です。

２
０
年
前
の
平
成
７
年
１
月
１
７
日
（
火
）
午
前

５
時
４
６
分
、
淡
路
島
北
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
３
の
阪
神
淡
路
大
地
震
が
起
こ

り
ま
し
た
。
神
戸
で
は
震
度
７
を
記
録
し
、
高
台

で
も
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
震
度
５
の
大
き

な
揺
れ
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
こ
の
地
震

と
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
異
な
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
発
生
が
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
巨
大
地
震
は
過
去
１
５
０
０
年
に
も
わ
た

っ
て
ほ
ぼ
１
０
０
年
周
期
で
定
期
的
に
起
き
て

い
て
、
前
回
の
発
生
か
ら
既
に
７
０
年
を
閲
し
て

い
ま
す
。
前
回
の
発
生
が
小
規
模
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
次
回
は
さ
ら
に
巨
大
化
す
る
と
考
え
ら

れ
、
震
源
が
和
歌
山
沖
な
ど
と
離
れ
て
い
る
の
に

も
拘
わ
ら
ず
、
京
都
で
も
震
度
６
強
の
揺
れ
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
台
は
「
光
明
寺
・
金

ヶ
原
活
断
層
」
の
近
く
に
位
置
し
、
被
害
の
拡
大

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

震
度
６
強
の
地
震
で
は
、

高
台
の
大
部
分
の
住
宅

は
倒
壊
し
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
斜
面
の
崩

壊
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒

壊
な
ど
、
ま
た
部
屋
の

中
で
家
具
等
の
下
敷
き

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
対
策
を
お
勧
め
し
ま
す
。

<

緊
急
地
震
速
報
の
設
定>

和
歌
山
沖
の
震
源
地
か

ら
京
都
は
離
れ
て
い
る
た
め
、
地
震
が
到
達
す
る

ま
で
に
数
十
秒
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
に

携
帯
電
話
で
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
す
れ
ば
、
減

災
の
対
策
が
取
れ
ま
す
。
設
定
は
、
携
帯
電
話
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
け
れ
ば

近
く
の
シ
ョ
ッ
プ
で
し
て
く
れ
ま
す
。
緊
急
地
震

速
報
の
発
令
と
同
時
に
、
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
い
う

警
戒
音
と
共
に
「
地
震
で
す
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
、
電
源
を
切
っ
て
あ
っ
て
も
流
れ
ま
す
。

<

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練>

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
は

「
地
震
を
吹
き
飛
ば
せ
」
と
い
う
意
味
の
造
語

で
、
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
地
震
防
災
訓
練
の
こ

と
で
す
。
こ
の
訓
練
が
市
主
催
で
１
月
１
５
日

（
木
）
午
後
１
２
時
３
０
分
か
ら
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
刻
に
な
る
と
訓
練
緊
急
地
震
速
報
が
発
せ

ら
れ
ま
す
の
で
、
次
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。「D

ro
p

」
…
姿
勢
を
低
く
、
「C

o
v
e
r

」
…

体
や
頭
を
守
り
、「H

o
ld

 O
n

」
…
揺
れ
が
収
ま

る
ま
で
待
つ

で
す
。  

関
東
大
震
災
の
教
訓
か
ら
昔
い
わ
れ
た
「
地
震
だ
、

火
を
消
せ
」
は
、
大
き
な
揺
れ
の
中
で
は
不
可
能
で
、

ま
ず
自
分
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

総会までのスケジュール表

け

み


